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 日本学生海外移住連盟（学移連）OB 会第二回全国大会は、平成 24 年 6 月 24 日（日）

横浜市 JICA 海外移住資料館（国際センター）に於いて 23 大学総勢 130 名の学移連 OB・

学生（海外在住者出席 4 名を含む）が参加して午前 11:50 分より開催されました。 
 第一部（大会）では、杉村定則代表常任幹事（慶応大）が司会を務め、次の方々が物故

者への追悼の辞を述べられた 
南部尚氏（拓殖大）  平成 23 年 1 月 19 日ご逝去   吉永正義氏（拓殖大） 
伊原建次氏（東京農大）平成 23 年 7 月 3 日ご逝去    真砂睦氏（早稲田大） 

又、ご逝去が判明された方々次の方々へも出席者全員が黙祷を捧げご冥福をお祈りしまし

た。 
    山崎亮二氏（天理大）、小島工氏（日本大）、林宏雄氏（弘前大学） 
    斉藤康夫氏（拓殖大学）、相馬昭英（拓殖大） 
 総会は、伊波洋之助氏（拓殖大）が議長を務め、伴内季雄（日本大学）会長の挨拶に続

き引地正之西本支部長（京都外大）の西日本支部活動―滋賀県近江八幡市、日本ラチーノ

学院中・高校生の日本語学習補助―の報告、及び役員紹介を行った後、高原要次氏（鹿児

島大）の九州地区 OB 会の報告がありました。役員（欠員補充）選出では、引地正之西日

本支部長（京都外大）が副会長に選出されました。続いて、今北吉久氏（甲南大）が 2013
年 6 月 16 日に神戸市「海外移住と文化の交流センター」で開催される第三回学移連 OB 会

全国大会の案内を行い、総会は終了しました。 
次の方々が内容のある有意義な講演を行い、参加者は、熱心に聴き入っていました。 

  ＊日本パラグアイ学院創設に向けて        豊歳直之氏（早稲田大） 
  ＊エクアドル託児所支援活動           井上順八氏（拓殖大） 
  ＊ヒスパニックと新しい難民の形         富田眞三氏（早稲田大） 
  ＊次の時代にタスキをつなぐために        真砂睦氏（早稲田大） 

第二部の懇親会では、今井加代子女史（日本大）の司会が司会を務め、管間五郎氏（早

稲田大）による物故者への献杯の後、慶応大学現役学生ラテンアメリカ研究会「エルプン

テ」のフォルローレの演奏があり、ポピュラーなラテン音楽に参加者が魅了されていまし

た。 
 学移連 OB 会の懇親会は、いつものことながら大変な盛り上がりを見せ、卒業以来始め

て再会した学友、又久しぶりに再会した学友等、初めて出会った者同士でも旧来からの友

人のようにすぐ打ち解けて、それぞれが卒業大学の垣根を越えて、学生時代に学移連 OB
会活動を行ったと云う共通の認識の元、懇談の輪が会場の隅々に広がって行った。 
 懇親会が活況を見せる中、大学別に参加者が整列して代表者が各大学の現状を説明しま



した。今回は、東京農業大学の現役学生による青山ほとり、拓殖大学桂会のカチマス踊り、

早稲田大学 OB による早稲田大校歌が披露され懇親会は最高の盛り上がりを見せました。 
  
京都外大からは、新しく学移連 OB 会副会長（学移連 OB 会西日本支部長兼務）に就任

した引地（昭 41 年度英米卒）、元谷和代（昭 43 年度英米卒）、本山裕彦校友会東京支部長

（昭 42 年度英米卒）、森田順子東京支部事務局長（昭 54 年度西語卒）の 4 名が出席して、 
他大学との交流に努め、京都外大の存在感を高めました。 
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